
相生市人権教育・啓発情報紙

【女性の人権について】

男女は人として平等であり、日本国憲法は、法の下の平等について規定しております。

また、男女共同参画社会基本法（平成 11 年施行）、男女雇用機会均等法（平成 29 年改

正）、配偶者暴力防止法（平成 26 年改正）など、女性の地位向上や女性の権利を守るた

めの法整備も進んでおります。相生市においても平成 25 年に「第２次相生市男女共同

参画プラン」「相生市配偶者暴力（DV）対策基本計画」を策定し、男女共同参画社会実

現に向けて取り組んでいます。

平成 31 年３月の兵庫県「県民の人権意識調査」では、女性の人権について以下のグ

ラフのような結果となっています。ご覧になってどう感じられたでしょうか。
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12 月４日(金)～１０日(木)は人権週間です

平成３１年３月兵庫県「県民の人権意識調査」参照

女性の人権を考える際、家庭をはじめ、地域、職場など

において、性別からくる固定的な役割分担意識やそれに基

づく地域社会の慣習が残っていること、家庭や職場で立場

を利用したＤＶ、セクシャル・ハラスメントの問題が起こ

っていることなど、社会的な背景を踏まえ、性別に関わら

ず自らの個性と能力を十分に発揮できる社会づくりに向け

て考えることが大切ですね。

（％）

女性の活躍に影響を及ぼす古い考え方や社会
通念、慣習、しきたりが残っていること

男女の性別による固定的な意識

昇給・昇進の格差など職場
での男女の待遇の違い

女性の社会進出のための支援制度の不備

痴漢やわいせつ行為などの性犯罪

DV（ドメスティック・バイオレンス）

セクシャル・ハラスメント

女性が政策や方針などの決定
に参画する機会が少ない

「女性に関することで、人権上、あなたが特に問題があると思われるのはどのようなことですか」



ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）について

DV（ドメスティック・バイオレンス）は、配偶者や恋人など親密な関係にある、又

はあった者から振るわれる暴力を意味し、生命や身体ばかりか、その精神に危害を与え

る犯罪となる行為を含む重大な人権侵害です。「力と支配」の関係であると言われていま

す。優位な立場の人が自分の力を利用し弱い立場の人を支配することであり、その力に

は肉体的な力だけでなく、社会的な立場や経済力、性差にもとづく不平等な扱いなど、

あらゆる力が含まれます。以下のような暴力がＤＶに該当します。

身体的暴力

直接何らかの力を行使し、

強い恐怖感をいだかせる

行為

・なぐる ・ける

・つきとばす

・首を絞める

・物を投げつける

・やけどをさせる

精神的暴力

言動などにより被害者の自尊心を傷つけ、

無力な存在であることを信じさせ、被害者

を支配しようとする行為

・大声でどなる

・おどす

・ののしる

・無視する

・大切な物を捨てる

性的暴力

被害者の性に対する侵害、無関心、責任

を放棄する行為

・無理やりポルノなどを

見せる

・性的な行為を強要する

・避妊に協力しない

・中絶を強要する

経済的暴力

被害者の経済的自由を奪う行為

・お金を細かく管理する

・生活費を渡さない

・仕事をさせない

・お金を取り上げる

・被害者の預金を勝手に

使う

・借金させて取り上げる

社会的暴力

社会に関わろうとする被害者に対して、

社会との関係を断絶させようとする行為

・交友関係を監視する

・実家との付き合いを

制限する

・外出させない

・スマホのチェック

・行動を管理する

※子どもに与える影響

「児童虐待の防止に関する法律」では、

夫婦間のＤＶを見せることは、児童虐待

になります。暴力を見たことによって、

子どもに様々な心身の症状が表れるこ

とがあります。また、感情表現や問題解

決の手段として、暴力を用いることを学

習することもあります。

◇相談窓口

女性のための相談室（相生市男女共同参画センター） ☎23-7130

兵庫県女性家庭センター ☎078-732-7700

兵庫県男女共同参画センター・イーブン ☎078-360-8551

兵庫県警（ＤＶ相談） ☎078-371-7830



自分自身が DV と感じていない場合でも、DV の被害者もしくは加害者になってしま

っているおそれがあります。DV との関わりについてチェックしてみませんか。

◇あなた自身について

○ 相手の機嫌がいつも気になり、相手の言うとおりの行動をしている。

○ 相手の言うことが理不尽だと感じても、黙って我慢している。

○ 相手の機嫌が悪いと、自分に非があると思ってしまう。

○ 自分が我慢すれば、すべてまるく収まると思う。

○ 相手の暴力は、いつか治まると思う。

◇相手について

○ あなたのことを、友だちや家族の前でしばしば小ばかにする。

○ あなたに高圧的に言うことをきかせようとする。

○ お金を要求し、借りさせてでも用意させる。

○ あなたがいやだと言っても性的な行為を強要する。

○ あなたを傷つける言動の後、うってかわって優しくする。

※当てはまるものがあれば、二人の関係を見直してみましょう。

◇あなたの子どもについて（あなたの子どもと交際相手との関係について）

○ いやな言い方で、呼んだり呼ばれたりしていませんか。

○ 行動を、監視したりされたり、束縛したりされたりしていませんか。

○ けんかの原因は自分のせいだと悩んでいませんか。

○ 暴力を受け、体や顔にあざを作っていませんか。

○ 相手からの電話にすぐに出ないと怒られると言っていませんか。

※当てはまるものがあれば、お子さんの話をじっくりと聞いてあげて

ください。

配偶者暴力防止法の施行後、DV という言葉の認知は高ま

ってきているものの、被害者は後を絶ちません。DV は家庭

内の問題だという考えがあるとともに、被害者の多くが女性

であり、その背景に男女の固定的な性別役割分担意識や社会

的、経済的な格差があることが問題だと言われています。ま

た、DV の被害を受けながら DV に気づかない被害者や相談

をためらう被害者もおり、被害が深刻化、潜在化しやすいと

も言われています。

誰も傷つけない社会の実現に向け、私たち一人一人が

DV に関する正しい知識を身につけ理解を深めるなど、で

きることに取り組んでいきたいですね。

兵庫県教育委員会「こんなときどうしたら?～知ってほしいデート DV～」参照



新型コロナウイルスに関して、未知のウイルスということもあり、ＳＮＳやインター

ネット上で多くの情報が発信されています。それは根拠のある情報から不確かな情報ま

でさまざまです。「本当なの？」と思うような感染予防方法などを見聞きされたことがあ

るのではないでしょうか。災害や病気の蔓延などが起こると、情報を収集しようする気

持ち、自分が入手した情報を一刻も早く知らせたいという気持ちが平常時より高まると

言われています。そうした行為自体は問題ないのですが、情報に不確かな内容が含まれ

ていた場合、その情報によって対応に追われる人や、迷惑を被る人が現れるおそれがあ

ります。新型コロナウイルスに関しては、「トイレットペーパーやティッシュペーパーの

供給が途絶えるという情報により、消費者の買い占めがおこり、品薄状態が続いた。」「○

○市の感染者は、□□店で食事をしたらしいという情報により、店を利用する人の数が

激減した。」などがあります。今、情報と正しく向き合い、関わっていくことが求められ

ています。以下は、情報に対して気を付けるポイントです。

「新型コロナウイルスと人権（情報との関わり方）」

新型コロナウイルスに関する情報は日々更新され、新しい情

報が発信されています。そんなときに大切なことは、しっかり

と真偽を見極めること、不確かな情報については安易に広めな

いことです。

私たち一人一人が、情報の扱いに関して気を付けることで、

自分を含め周りの人を大切したいですね。

○情報をうのみにしないで、真偽を考えましょう。

○情報に先入観や偏見が含まれていないか考えましょう。

○情報がどのような意図で流されているか、偏ったイメージを強調され

ていないか考えましょう。

○情報があいまいなとき、自分の主観が入らないようにしましょう。

○常に新しい情報の入手に心がけましょう。

○情報が誰かを傷つけていないか考えましょう。

○情報発信してもよい内容（個人情報、企業秘密、著作権侵害に関わる

内容など）か考えましょう。

法務省「インターネットによる人権侵害」 警視庁「インターネットトラブル」参照



情報がもたらす影響の一つとして、風評被害があります。災害などが起こったとき、

様々な情報が発信され、その情報に振り回されたり、過度の反応をしてしまったりする

ことで起こると言われています。新型コロナウイルスに関しても、特定の店舗や商品な

どへの経済的な影響を及ぼし、関係者に対する誹謗中傷といった形で現れています。

この風評被害は、新型コロナウイルスの感染拡大で初めて起こったことではなく、こ

れまで幾度となく発生しています。以下は、これまでに起こった風評被害の一例を紹介

しています。情報とどう関わっていけばよいか考えることは、風評被害の防止につなが

ります。

■過去に起こった風評被害

流れた間違った情報 起こった風評被害

ハンセン病

・遺伝する。

・感染力が強い。

・前世の行いが影響する。

・本人だけでなく、家族親族ま

で差別の対象になる。

・感染者を見つけ出し、地域社

会から追放する。

ＨＩＶ・エイズ

・握手やタオルの共用など日

常生活の接触で感染する。

・エイズが発症したら助から

ない。

・仕事の採用の取り消しや職場

内での誹謗中傷、退職に追い込

まれる。

・医療機関での差別的な対応や

診療拒否

東日本大震災

・被災地全域の野菜や魚から

放射能が検出された。

・福島第１原子力発電所から、

放射性物質が県内に放出さ

れる。

・検査に合格していても、被災

地関連の食材というだけで買

い控えされる。

・福島ナンバーの車が給油拒否

をされたり、被災地からの避難

者がホテルの宿泊を拒否され

たりする。

総務省ホームページ、岐阜市ホームページ「守ろう人権 住みよい岐阜市」参照

このように風評被害は、情報がさまざまな方法で人

から人へ伝わり、関係の有無に関わらず決めつけによ

って、多くの人を傷つけてきました。デマやうわさだ

けでなく、たとえ発信された情報が正しくても、情報

の受け手が、内容をどう受け止めるか、どう対応する

かによって、風評被害は起こります。

尊厳を傷つけられた人の心は簡単に癒やされるもの

ではありません。経済的な被害についても関係する

人々を長く苦しめる場合があります。このことは新型

コロナウイルスについても例外ではありません。過去

の出来事から学ぶことで、誰も傷つけない社会づくり

を進めないといけませんね。



人権ふれ愛コンサート
日時 令和 2 年 12 月６日（日）

１４：２０～１５：５０

場所 相生市文化会館

扶桑電通なぎさホール

（大ホール） 入場無料

※来場者が大ホール定員の 50％を

超える場合、中ホール（大ホール

の模様のモニター中継）にご案内

することがあります。

出演 玉城ちはる

（シンガーソングライター）

演題 「命の参観日」

内容 「人に思いやりを

もつ」ことの大切

さを、優しい歌声

と一緒にお届け

るトークコンサ

ートです。

家
を
出
る
時
「
怒
カ
ン
」
を
飲
む
と
「
闘
う
ぞ
。
」
と
い
う
気
持
ち
が

強
く
な
っ
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
、
ツ
ト
ム
達
三
人
に
会
う
と
、「
ケ

ン
タ
、
今
日
も
俺
た
ち
の
カ
バ
ン
を
学
校
ま
で
し
っ
か
り
運
べ
よ
。
」

「
い
や
だ
！
自
販
機
い
じ
め
は
や
め
ろ
。
」
初
め
て
抵
抗
す
る
ケ
ン
タ

の
声
は
、
少
し
震
え
て
い
た
が
、
い
つ
も
と
違
う
ケ
ン
タ
に
三
人
は

驚
い
た
。
「
ど
う
し
た
。
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
と
痛
い
目
に
あ
う

ぞ
。
」
ツ
ト
ム
が
ケ
ン
タ
を
突
き
飛
ば
し
た
。
尻
餅
を
つ
い
た
ケ
ン
タ

は
立
ち
上
が
り
、
ツ
ト
ム
に
体
当
た
り
し
た
が
、
す
ぐ
に
、
三
人
が

か
り
で
馬
乗
り
に
さ
れ
、
殴
ら
れ
続
け
た
。「
こ
ら
！
何
を
し
て
い
る

ん
だ
。
一
人
に
三
人
も
か
か
っ
て
卑
怯
だ
ぞ
。
」
大
人
の
人
が
ケ
ン
タ

か
ら
三
人
を
引
き
離
し
た
。
ケ
ン
タ
の
服
は
破
れ
、
ほ
ほ
や
唇
か
ら

血
が
出
て
い
た
。
周
り
に
人
々
が
集
ま
り
、
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
。

自
販
機
ト
ム
に
、
Ｔ
Ｖ
局
に
置
か
れ
て
い
る
自
販
機
か
ら
「
ケ
ン

タ
君
が
Ｔ
Ｖ
に
出
て
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
、
自
分
へ
の
い
じ
め

や
壊
さ
れ
た
自
販
機
の
こ
と
を
し

っ
か
り
と
話
し
て
い
た
。
も
う
イ

ジ
メ
は
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
」
と

連
絡
が
入
っ
た
。
自
販
機
ト
ム
は
、

が
ん
ば
っ
た
ケ
ン
タ
に
早
く
会
い

た
い
と
思
っ
た
。
そ
し
て
、
教
え

る
こ
と
が
一
つ
あ
っ
た
。
ケ
ン
タ

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
魔
法
の
飲
物

「
怒
カ
ン
」
は
自
販
機
の
横
に
あ

る
水
道
の
水
だ
っ
た
こ
と
を
。

（
公
財
）
兵
庫
県
人
権
啓
発
協
会
「
令
和
元
年
度
の
じ
ぎ
く
文
芸
賞
」
よ
り
転
載

【
審
査
委
員
講
評
】

自
販
機
か
ら
「
カ
ロ
リ
ー
ゼ
ロ
」
で
は
な
く
て
「
い
じ
め
ゼ
ロ
」
の
缶

ジ
ュ
ー
ス
が
出
て
き
た
ら
…
意
表
を
突
か
れ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
に
、
思
わ
ず

笑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
い
じ
め
ら
れ
っ
子
の
主
人
公
が
そ
の
ジ
ュ
ー
ス

を
飲
ん
だ
こ
と
で
、
思
わ
ぬ
決
心
を
す
る
。
自
販
機
に
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
情
報
を
共
有
し
合
う
と
い
う
、
い
か
に
も
現
代

的
な
設
定
が
う
ま
く
機
能
し
て
い
ま
し
た
。【
中
略
】「
怒
カ
ン
」
と
い
う

ネ
ー
ミ
ン
グ
の
う
ま
さ
と
、
最
後
に
明
か
さ
れ
る
缶
の
中
身
の
ア
イ
デ
ア

は
な
か
な
か
の
も
の
で
し
た
。



のじぎく文芸賞の紹介「優秀賞（一般の部 創作童話部門）」

自
販
機
ト
ム
と
仲
間
達田

中

肇
（
県
内
在
住
７
０
代
男
性
）

「
ガ
チ
ャ
ン
」
短
い
音
を
た
て
て
、
自
販
機
の
受
け
皿
に
缶
が

落
ち
て
来
た
。「
あ
れ
、
違
う
ぞ
。
」
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
を
選
び
、

ボ
タ
ン
を
押
し
た
は
ず
な
の
に
、
見
た
こ
と
の
な
い
真
黒
な
デ
ザ

イ
ン
の
缶
だ
。
ケ
ン
タ
は
不
思
議
な
気
持
ち
で
手
に
取
っ
た
。
缶

に
は
、
赤
く
太
い
文
字
で
「
い
じ
め
ゼ
ロ
」
と
だ
け
書
い
て
あ
っ

た
。
こ
れ
ま
で
、
カ
フ
ェ
イ
ン
ゼ
ロ
、
カ
ロ
リ
ー
ゼ
ロ
等
の
缶
は

見
た
こ
と
が
あ
る
が
、「
い
じ
め
ゼ
ロ
」
は
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

突
然
、
自
販
機
か
ら
声
が
聞
こ
え
た
。「
僕
は
、
自
販
機
ト
ム
。
ケ

ン
タ
君
は
友
達
に
い
じ
め
ら
れ
て
困
っ
て
い
る
ね
。
そ
の
飲
物
は

少
し
だ
け
君
を
な
ぐ
さ
め
る
ジ
ュ
ー
ス
だ
よ
。
」
ケ
ン
タ
は
驚
い

た
。
「
僕
の
こ
と
を
ど
う
し
て
知
っ
て
る
の
？
」
「
ツ
ト
ム
君
達
か

ら
い
じ
め
に
あ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
町
中
の
自
販
機
仲
間
達
か
ら
、

情
報
が
入
っ
て
く
る
ん
だ
。
」
実
際
、
ケ
ン
タ
は
毎
日
の
よ
う
に
、

い
じ
め
に
あ
っ
て
い
た
。
学
校
へ
の
行
き
帰
り
は
、
ツ
ト
ム
君
達

三
人
の
カ
バ
ン
を
持
た
さ
れ
て
も
い
た
。
三
人
は
手
ぶ
ら
で
、
ふ

ざ
け
合
い
な
が
ら
歩
き
、
ケ
ン
タ
は
何
も
言
わ
ず
に
、
汗
を
か
き

な
が
ら
遅
れ
て
歩
く
の
が
常
だ
っ
た
。
他
に
も
、
買
っ
た
ば
か
り

の
筆
箱
を
と
ら
れ
た
り
、
洋
服
を
汚
さ
れ
た
り
と
い
っ
た
い
じ
め

風
景
を
町
中
の
自
販
機
は
見
て
、
情
報
交
換
を
し
て
い
た
。
当
然
、

自
販
機
ト
ム
に
も
、
そ
の
い
じ
め
情
報
は
届
い
て
い
た
。「
ケ
ン
タ

君
は
、
ツ
ト
ム
君
達
に
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
家
族
や
先
生

に
話
し
た
か
い
？
」
自
販
機
は
、
自
販
機
が
な
い
家
や
学
校
の
中
の

こ
と
は
分
か
ら
な
い
の
で
尋
ね
た
。
「
話
し
た
よ
。
で
も
、
お
母
さ

ん
は
、
『
ツ
ト
ム
君
は
近
所
で
も
評
判
の
面
白
い
子
だ
か
ら
、
ふ
ざ

け
て
い
る
だ
け
よ
。
』
と
言
う
し
、
先
生
も
、『
ケ
ン
タ
君
が
い
い
子

だ
か
ら
、
焼
き
も
ち
を
や
い
て
い
る
の
よ
。
』
ど
ち
ら
も
僕
の
言
う

こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
解
っ
て
く
れ
な
い
ん
だ
。
」
自
販
機
ト
ム
は
、
じ

っ
と
聞
い
て
い
た
が
、
「
そ
う
か
、
君
は
や
る
こ
と
は
や
っ
た
ん
だ

ね
。
よ
し
、
僕
達
自
販
機
は
君
の
い
じ
め
が
な
く
な
る
た
め
に
協
力

し
よ
う
。
」
自
販
機
ト
ム
は
ケ
ン
タ
に
約
束
し
た
。

次
の
日
か
ら
、
町
中
の
自
販
機
は
、
ど
の
ボ
タ
ン
を
押
し
て
も
、

ケ
ン
タ
へ
の
い
じ
め
を
伝
え
る
缶
が
出
て
き
た
。
そ
れ
を
知
っ
た
ツ

ト
ム
た
ち
い
じ
め
っ
子
は
怒
り
、
手
当
た
り
次
第
に
自
販
機
を
壊
し

て
回
っ
た
。
自
販
機
ト
ム
の
仲
間
が
次
々
に
故
障
し
て
い
き
、
い
じ

め
情
報
も
伝
わ
ら
な
く
な
っ
た
。
自
販
機
ト
ム
は
ケ
ン
タ
に
頼
ん

だ
。「
ケ
ン
タ
君
、
仲
間
の
自
販
機
が
壊
さ
れ
続
け
て
困
っ
て
い
る
。

闘
っ
て
く
れ
な
い
か
？
」
ケ
ン
タ
は
、
こ
れ
ま
で
い
じ
め
っ
子
達
に

「
や
め
て
く
れ
。
」
と
叫
ん
だ
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
。
が
、
い

じ
め
が
広
が
り
、
自
分
の
せ
い
で
傷
つ
い
て
い
る
自
販
機
達
の
た
め

に
ケ
ン
タ
は
決
心
し
た
。「
も
う
我
慢
で
き
な
い
。
僕
は
闘
う
。
」
初

め
て
の
決
心
と
不
安
で
胸
の
ド
キ
ド
キ
音
が
自
販
機
ト
ム
に
伝
わ

っ
た
。
自
販
機
ト
ム
は
言
っ
た
。
「
君
に
勇
気
の
出
る
魔
法
の
飲
物

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
か
ら
、
自
販
機
の
後
ろ
に
あ
る
赤
い
ボ
タ
ン
を

押
し
て
み
て
。
」
押
す
と
赤
い
缶
が
落
ち
て
来
た
。
黒
い
大
き
な
文

字
で
「
怒
カ
ン
」
と
書
い
て
あ
っ
た
。
次
の
日
が
実
行
の
日
だ
っ
た
。
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このクロスワードパズルは、すべてカタカナ

が入ります。タテ・ヨコのカギをヒントにパズ

ルを解き、★印のついている５つの文字を並び

かえて、クロスワードの答えを考えてください。

【 答 え 】「○○○○○」

相手のやさしさや好意に対して

感謝する気持ちを言葉で表すこと

が大切ですね。

【プレゼント】正解者の中から抽選で、「こころく

んカレンダー２０２１」を３０名に進呈します。

【応募要領】はがきかＦＡＸかメールで、以下のことを記載の上、応募ください。

①クロスワードの答え ②郵便番号 ③住所 ④名前 ⑤電話番号

⑥年齢 ⑦本誌へのご意見・ご感想

※応募の際に得ました個人情報につきましては、プレゼント発送以外では

使用いたしません。

【しめきり】令和２年１２月４日(金)≪必着≫

【 応 募 先 】〒678-0031 相生市旭１丁目３-18

相生市教育委員会人権教育推進室

電話 0791-23-7145

FAX 0791-23-7148

ﾒｰﾙ jinkenkyoiku@city.aioi.lg.jp

人権クロスワードパズル

《タテのカギ》

２．魚類やは虫類の体を覆う小片のもの。「目から〇〇〇が落ちる」。

３．動物の器官のひとつで、音を聞いたりバランスをとったりするための器官。

４．土の中に巣を作る小型の昆虫。列を作りエサを運ぶ様子が印象的。

５．遺骨を納めて故人を弔う構造物。

６．姉妹の年下の女性を表す言葉。

７．ショウガを薄く切って甘酢に漬けたもの。寿司の添え物のひとつ。

８．期日や期限を延ばすこと。

９．将棋やチェスで盤上に置くものの総称。形や名前によって役割が異なる。

《ヨコのカギ》

１．掃いたり拭いたりして、ゴミなどの汚れを取り除くこと。

３．大豆や麦などの穀物に塩と麹を加え発酵させて作る食品。赤〇〇、白〇〇。

４．糸などを格子状に結び付けたもの。虫や魚を捕まえるために使われる。

５．家庭で大事に育てられた女性のことを「〇〇〇〇娘」と呼びます。

８．衣服の首を取り囲む部分を指す言葉。「〇〇をただす」

９．まちに設けられた警察官が詰める場所のこと。派出所とも言われる。

10．アンデス山脈高原地帯原産のナス科の植物。ケチャップの原料の一つ。

11．日本の国鳥。桃太郎の家来は、犬、サル、〇〇です。

2021 こころくんカレンダー
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